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看 護

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実

(1) 社会とのつながりを意識した探究的な学習の推進

学習指導要領においては、教科・科目等における理解をより深めることを目的とし、

教科の内容項目に応じた課題に沿って、探究的な活動が取り入れられるべきと示されて

いる。

看護科における探究的な学習は、専門科目における学習の中で、看護に関する課題に

ついて、疾患、治療、生活状況などを把握するとともに、当事者の思いを傾聴するなど、

多面的な情報を集めて分析し、解決策の考察や協議を経て当事者への支援を行い、その

結果を踏まえた振り返りを行うことを繰り返しながら実施される。また、地域や保健医

療福祉機関、産業界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験活動を積極

的に取り入れるとともに、社会人講師を積極的に活用するなど社会とのつながりを意識

した工夫に努めることが大切である。

このようなことから、看護の理論と実践を結び付け、看護実践力を育成するためには

探究的な学習の推進に努める必要がある。

(2) 探究的な活動を取り入れた単元の評価の工夫

看護科の専門科目においては、看護の本質に根ざして「看護の見方・考え方」を働か

せ、情報収集・分析、問題の明確化、援助方法の立案、実施、結果の評価について科学

的根拠をもとに探究する学習活動を通して、全体を振り返り「主体的・対話的で深い学

び」の実現を図るようにすることが重要である。

【看護の見方・考え方】
健康に関する事象を当事者の考えや状況、疾病や障害とその治療等が生活に与える
影響に着目して捉え、当事者による自己管理を目指して、適切かつ効果的な看護と
関連付けること

＜看護科における探究活動＞

特に、「看護臨地実習」においては、臨地（病院等）での実習を行うことから、学校

で基礎的・基本的な知識・技術を確実に身に付けた上で生徒が実習に臨む必要がある。

そのため、学習評価については、日々の授業の中で生徒の学習状況を適宜把握して改善

に生かす「指導に生かす評価」に重点を置くことが重要である。

「指導に生かす評価」の実施に当たっては、授業内における声かけのほか、ICT端末

を活用した小テストの実施や、レポートへのコメント記入、ルーブリックなどの活用が

有効である。

なお、「記録に残す評価」は、年間を通じて３観点をバランスよく評価する必要があ

ることに留意すること。

情報収集・分析 問題の明確化 援助方法の立案

実施 結果の評価
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２ 指導と評価の計画例

(1) 科目「基礎看護」の計画例

ここでは、単元「休息と睡眠」の指導と評価の計画例を表し、指導上の留意点や評価

における具体的な考え方を示している。

本単元においては、休息や睡眠が健康や成長・発達に大きな関わりをもつことを踏ま

え、人々の状態に応じて、健康の回復及び日常生活の自立を目指す援助を行うための基

礎的な知識と技術を習得し、活用できるようにすることをねらいとしている。

ア 単元の目標

(ｱ) 休息と睡眠の援助について理解するとともに、関連する技術を身に付ける。

(ｲ) 休息と睡眠の援助について基本的な課題を発見し、倫理観を踏まえて解決策

を見いだす。

(ｳ) 休息と睡眠の援助について自ら学び、人々が自立した生活を送れるよう主体

的かつ協働的に取り組む。

イ 単元の評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

休息と睡眠の援助について 休息と睡眠の援助について 休息と睡眠の援助について自

理解しているとともに、関 基本的な課題を発見し、倫 ら学び、人々が自立した生活

連する技術を身に付けてい 理観を踏まえて解決策を見 を送れるよう主体的かつ協働

る。 いだしている。 的に取り組もうとしている。

ウ 単元の指導と評価の計画（４時間）

※「◯」指導に生かす評価、「◎」記録に残す評価

時間 【小単元】・ねらい 知 思 態

１ 【援助の基礎知識】

【１時間】 休息の意義、睡眠の生理とリズム、健康を保つための ○

睡眠と活動のバランス、睡眠に影響を及ぼす心身の状

態や環境因子について理解する。

２～３ 【援助の実際】
◯ ◎

【２時間】 睡眠の習慣を妨げる因子について表出し、休息と睡眠

の援助について、解決策を見いだす。

睡眠の習慣を妨げる因子について、自ら学び、人々が

自立した生活を送れるよう主体的かつ協働的に取り組

む。

4 【援助のまとめ】
◎ ◎

【１時間】 不眠が健康に及ぼす影響について理解し、休息と睡眠

を促す技術を身に付ける。

不眠が健康に及ぼす影響について理解し、休息と睡眠

の援助について、解決策を見いだす。

学習支援ソフトを
活用し、生徒の記
述を見取る。
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エ 学習指導案（２～３時間目／４時間中）

学習内容 生徒の学習活動 指導上の留意事項 【観点】

■評価方法

導 自己の睡眠

入 を振り返る

【一斉学習】

・自分の睡眠の質につい

て考え、ワークシー

トに睡眠の現状とよ

い点・悪い点を入力

する。

展 睡眠の質に

開 関連する要

１ 因の把握 【ペア学習】 ・各自の睡眠の問題点を、睡眠

・お互いの睡眠の問題点 を阻害する根拠となる要因に 【思考・判断・

を整理し、問題点の 結び付け、知識の深化が図ら 表現】

根拠を考え、ワーク れるよう指導する。 ■ワークシート

シートに入力する。 ・ペア学習の際、コミュニケー 〔例１〕

ションを図りながら、相手の

睡眠の質についてアセスメン

トする能力を身に付けさせる。

展 睡眠の援助

開 の方法につ

２ いて考察 【ペア学習】 ・教科書だけでなく、他の資料

・問題点を解決するため やICTを活用するなど、多方面 【思考・判断・

に、生活習慣などの から根拠を調べるよう指導す 表現】

改善に着眼し、援助 る。 ■ワークシート

方法を見いだし、ワ ・個別の生活を考慮した上で、 〔例１〕

ークシートに入力す 睡眠の改善点を具体的に考え

る。 させる。

ま まとめ

と

め 【一斉学習】 ・援助方法の工夫点を学び合い、

・援助方法についてクラ 気付いたことを交流するよう

ス全体でシェアリン 指導する。

グする。

前時に［例１］ワークシートを生徒に
配信し、内容を確認して本時に臨むよ
う指示している。

【問い】自分の睡眠の質をどのようにとらえていますか。そ

の根拠を調べてみよう。

【問い】自分の睡眠のよい点を継続させる方策や、問題点の

改善の方法について考えよう。

【問い】自分の睡眠のよい点・悪い点について考えたことが

ありますか。

【問い】他の人は、それぞれの課題に対して、どのような援

助方法を考えたのだろうか。
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[例１]個人学習用ワークシート（学習支援ソフトで作成。生徒は端末から入力）

オ 授業改善につながる「指導に生かす評価」の工夫（評価時期、評価方法、評価結果

のフィードバック）

ここでは、〔例１〕ワークシートの「３ よい点・悪い点の根拠を調べよう」の評

価例について示す。

(ｱ) 作成したルーブリックの例

授業前に、生徒が使用す

るワークシートとともに、

評価規準となるルーブリッ

クを作成する。以下に、評

価例を示す。

ルーブリックは、学習支

援ソフトの機能を活用して、

作成することで生徒の端末

に送信することができる。
ルーブリックの例

本事例では、「３．よい点・悪い
点の根拠を調べよう」に記載され
た内容について「指導に生かす評
価」を行う。

「４．改善策やよい
点を継続するための
工夫点」も３と同様
に「指導に生かす評
価」を行うが、本事
例では省略する。
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(ｲ) 学習支援ソフトを活用した評価の画面構成例

生徒が記入するワークシート 先生が記入

(ｳ）十分満足できる（Ａ）の評価例

睡眠のよい点・悪い点の根拠について、教科書だけでなく、他の資料やICT端末を
活用し、調べて記載しているため、（Ａ）とした。

あらかじめ
作成したル
ーブリック
が示され、
選択した生
徒の評価は
網掛けで表
示される。

各生徒へ評
価に対する
コメントを
送信でき
る。生徒本
人への限定
公開。

生徒はこの
ワークシー
トに入力し
ます。
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(ｴ) おおむね満足できる（Ｂ）の評価例

(ｵ) 努力を要する（Ｃ）の評価例

「高照度光や青色光によりメラトニン分泌が抑制されてしまう」など、教科書をも
とに根拠を調べ、記載できているため、（Ｂ）とした。

記載されているが、その根拠が明確
でないため、（Ｃ）とした。

【フィードバック】
（評価Ｃの生徒に対する手立て）
教科書を参考に、具体的な刺激の内容につい
て考えさせるようコメントにフィードバック
を行うとともに、次時に直接声かけを行うな
ど、支援する。


